
2012 年 08 月 03～06 日 夏季キャンプ in 白州尾白渓谷 【前半編】 
 
待ちに待った夏到来！ 今年のボーイ隊活動の締めとなる夏季キャンプ。今年は山梨県の甲斐駒ヶ岳の

東麓、清流、尾白川のほとりに位置する白州観光尾白キャンプ場をベースにした、ＶＳ隊・ＲＶ隊との合同

キャンプを行いました。 
 
天気・気温共に絶好のキャンプ日和でのスタート！開村式セレモニー 
 

  

 



スカウトテントを出たら１０秒で清流 ♪ 
 
テントサイトは木陰だし、リーダサイトからは見えないし、最高のロケーションだ！ 
 
まずは竹を使ったクラフトコンテスト、お題は「床しばりを入れる事」 

  
各班、これから４日間使う便利品を工夫して作ってます。 

 
 

    
コブラ班が作った「コブラの湯」。これがチョー気持いい！でも尾白川に全裸をさらしながら入るので女性

にはちょっと不向きなのが残念。恒例となったゲート作りはＲＳ・ＶＳ隊が作成。 
 



 
 
ＢＳ隊だって負けてません。ライオン班作成のミニゲート。午後はお待ちかねの尾白川での渓流プログラ

ム（千ヶ淵での飛び込み）。水着に着替えて、さぁ出発・・・・・、とその時、キャンプ場オーナーが駆け込ん

できて「熊が出たので川から離れて」・・・一同呆然。キャンプは自然を相手にしています。ここはじっと我

慢して川遊びは明日の楽しみに取っておきましょう。 
 
夕食後、１日目の締めはこれまた恒例の「肝だめし」。提灯の明かりを頼りに一人で林道の先の神社へロ

ーソクを立てに行きます。 

 
神社からの帰り道には...１日目の夜はこうやって更けていきました。 
 
  



■■ ２日目 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 
２日目早朝から団委員長も参加して下さいました。ようやく尾白川解禁!!! 昨日の分まで満喫！ 

   
 
昼飯用のニジマスの掴み取り。採った魚は各自で捌いて串焼きに 

   

←どう見ても生だよ… 



炊事章考査のため、皆が川遊びの最中に隊付きスカウトが全員分のご飯の炊き出し。 

 
団委員長直々のご指導。これは逆に緊張か！？ご飯は美味しく炊けてました。さすが隊付！これで炊事

章もバッチリだ。 
 
午後はサイトプログラム。燻製作りやパン作り、魚採り用の罠作りなど班毎で自由活動。 

   BS 隊はパン作り、RS 隊はダッチオーブンでピザ作り。残ったニジマスは夜の会議用に ちゃんと燻製に 
２日目も天気がよく、気持ちのいいキャンプ生活が行えました。 
 
■■ ３日目 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
午前８時に山頂で朝食を食べるため、５時に起床してそのまま日向山登山口へ。 

   
日向山登山道はよく整備されていて登りやすく初心者でも安心。 



 
２時間程で日向山の三角点に到着。うっそうとした林の中にひっそりと三角点がありました。そこからしば

らく林の中を歩き、ようやく向こう側に木がなくなり林の出口かと思ったら・・・ 

 
 
この景観！思わず声が出ます。 
雁ヶ原の白い砂浜が広がり、雲の隙間から甲斐駒ケ岳や八ヶ岳が迎えてくれました。 



 
 
雲の間から八ヶ岳が見えました 

 
雁ヶ原で予定通りに朝ごはん。ウマし!! 

   



    

 
風化花崗岩砂を足元に注意しながら歩きます。 

  



途中棄権者もなく全員で登頂！ 
日向山から戻り、午後は初日に出来なかった川への飛び込み、午前の汗を流します。 
滝つぼのため、深い所は水深５ｍ以上はあり、水は冷え冷え。 

   
その後はスイカ割りや各班で自由な時間を過ごしました。 
その間、VＳ隊、RＳ隊、隊付きスカウトは夜のキャンプファイヤーの準備と練習。 

←これはジャレているのではなく、猛練習しているのです。 
 
写真がなく紹介できないのが残念ですが、最終日となるこの夜、VＳ隊・ＲＳ隊の準備・進行のもとで行っ

た営火が最高に楽しい！ 
 
・山の神（腰痛持ち）降臨 
・崖上から飛んできた火の玉によるファイアー点火 
・みんなで何度も練習したソング 
・（リーダにとっては多すぎる）アクションソングで汗まみれ 
・トイレに閉じ込められた事件を再現したＲＳ隊の即興スタンツ 
・ＢＳ隊各班毎のスタンツ発表・・・等々、内容は盛り沢山。 
これぞ『千葉６団の営火！』というものを披露してくれました。 



営火に登場した山の神の哀愁漂う後姿。 
神様はこの後の班長会議にも参加され、その後にＲＳサイトへと御戻りになりました。 
せっかく尾白川で清めた体を汗臭くした営火も静かに終わり、最後の夜は更けていくのでした。 
 
■■ 最終日 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
朝食時からポツポツと・・・。 激しい雨の中の撤収となってしまいました。 

  
しかし幾度も雨の訓練キャンプを繰り返してきたボーイ隊に全く問題なし！時間通りに撤収完了。（濡れた

設備もちゃんと後日乾燥させました！） 

 
雨の中、お疲れ様でした。 
 



千葉へ帰路に付く前に、サントリーの白州蒸留所を見学。大自然が育んだ森の中の蒸留所。 

    
日本の名水、南アルプスの天然水で仕込まれた「シングルモルトウィスキー白州」はここで作られてるん

ですね。でも車の運転で試飲できないリーダには香りを嗅ぐだけという試練の場でもありました。 
 
一年間の総仕上げである夏季キャンプ今回もみんなそれぞれの思い出が作れた事でしょう。 

  
早い時期から綿密な計画と準備をして下さった隊長、各リーダー、ご家族の方々へ感謝いたします。 
ありがとうございました＆お疲れさまでした。 
 


